
【論文】

沖縄の各都道府県別の慰霊塔・碑の特徴

テキストマイニングによる分析

いとうたけひこ・宮崎郁江・杉田明宏

【要旨】

沖縄県に建立されている各都道府県立の慰霊塔・碑について文字データを分析する

ことにより、慰霊塔の持つ意味を明らかにし、誰を慰霊しているのか、いつ頃建立

されたのか、建立の経緯、碑文の内容、それらの相互関係などを考察した。その結

果、すべての都道府県が建立しており、沖縄戦戦没者のみ慰霊した塔数は少なく、「大

東E戦争Jという戦前の表現を使った塔も見られ、沖縄住民への共感と友好を謡っ

た碑文は l基のみであり、沖縄の慰霊碑は全般的に平和学習の対象となっているに

もかかわらず、都道府県ごとの慰霊碑は平和学習の対象となるべき内容が明示され

ているものは少ないことが明らかになった。それは、沖縄戦の体験が活かされてい

ない、したがってその悲惨な実相が反映されていない、沖縄県民への言及が少ない、

などの特徴的な性格をもっていることによる。

1 はじめに

( 1 )沖縄戦と慰霊

沖縄戦は日本で行われた唯一の地上戦であり、 23万人以上の犠牲者を出した。一番犠牲

者が多かったのは沖縄県民であるが、各県から兵隊として派遣された兵士の被害も大きか

った。それらの人々を慰霊するために、各県ごとに慰霊塔が建立されている。表Aは大田

平和研究所 (2005)による沖縄戦の犠牲者であり、それによると県外者も多数死亡してい

るが、そのほとんどは兵士として戦死した人々である。

(2)沖縄の慰霊の塔の種類

元沖縄県知事の大田 (2007)はその種類を、(1)都道府県の「慰霊の塔」、 ω守備軍将兵・
無名戦士と住民を記る「慰霊の塔」、 (3)職域・諸国体の「慰霊の塔」、ω男女学徒隊を杷る
「慰霊の塔」、(訪沖縄県内市町村の「慰霊の塔Jの5つに分類している。また、沖縄県平
和祈念財団 (2007)はその種類を、 (1)大規模合杷・記念施設、 (2)都道府県関係、 (3)沖縄

県・県遺族連合関係、 (4)戦友・遺族関係、 (5)同窓会・職域関係、 (ω市町村関係、 (7)その
ほかの団体関係、(副海外、の8つに分類している。いずれの場合も都道府県によって建立

された塔は独自に分類されている。
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表A 大田平和研究所 (2∞5)による沖縄戦の犠牲者
出 身 地 刻銘書数

日 本 沖 縄 県 148.702 
県 外 76.54$ 
米 国 (USA) 14.00$ 
実 国 (UK) 82 

外回 et コ 湾 3降
朝鮮民主主義人民共和箇 82 
大緯民間 344 

合 費十 239，80祖

(3)都道府県別の沖縄の慰霊塔 l 
各県別の慰霊塔は激戦地であった南部地域に集中している。なかでも平和祈念公園防中

に多くの塔が集中している。一つ一つに差はあるものの、敷地面積は比較的大きく取!られ

ているものが多い。

(4)沖縄平和祈念財団(2007)の調査

沖縄平和祈念財団(2007)には都道府県別のものを含め、沖縄戦にまつわる慰霊碑が網羅

されている。本書は、以下のような趣旨で調査・出版されていた。

「沖縄県は、太平洋戦争において圏内唯一、一般市民をまきこんだ悲惨な戦場となり、

多くの尊い生命、財産及び文化遺産が失われました。戦後、戦没者の遺骨収集作業は、

いちはやく地域住民、各市町村等により組織的に取り組まれるとともに、各地域に悔い

て戦没者の御霊を弔うため納骨所や慰霊塔・碑が建立されました。 1

終戦から 62年を経て当時の関係者や御遺族が高齢化、減少する中、悲惨な沖縄戦の

体験を風化させることなく、戦争の歴史的教訓を次世代に正しく伝えるためには、榊縄

県内にある慰霊塔・碑を永久に尊厳保持していく必要があると考えております。JI(iは
しがき」より)

この本では、都道府県別の慰霊碑は見聞き 2ページで紹介されている。そして、各|県に

記録があるためか、合記者数などの細かいデータが示されている。沖縄戦では全県桝らの

兵士が闘っており、これらの慰霊碑はその犠牲の凄まじさをあらわしているともい刻る。

本研究では、これらの慰霊碑のデータや碑文を分析することにより、沖縄県外から州沖縄

戦犠牲者数などの客観的データとともに、慰霊碑の文面の意味にも着目し、都道府県立の

沖縄戦慰霊碑の特徴を明らかにしたい。

21本研究の目的と方法

本研究の目的は各都道府県が沖縄の地に建立した慰霊塔のデータを分析すること叫より、
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慰霊塔の持つ意味を明らかにすることである。誰を慰霊しているのか、いつ頃建立された

のか、建立の経緯、碑文の内容、それらの相互関係などを分析する。

研究対象:沖縄県平和祈念財団 (2007)が調査した各都道府県の慰霊碑の記述 (pp.30-

121)。

手続き:研究対象の文章をテキスト化し、テキストマイニングを行う。

分析方法:テキストマイニングのソフトである'ThxtMi国ngS知也.0Ver3.2を利用して単

語頻度などの分析を行う。

3 結果と考察

( 1 )全体的な傾向

表1をみると、沖縄戦戦没者のみが合記されているのは、滋賀県、兵庫県、和歌山県、

熊本県、京都府、島根県、大分県、愛媛県、鹿児島県、福岡県、の 10県(約 22%)であ

った。

県全体の戦没者を慰霊しているのは、宮城県、岩手県、山形県、福島県、香川県、長野

県、三重県の 7県であった。残りの 29都道府県は沖縄戦戦没者と南方諸地域の合組を行

っていた。したがって、 8割近くの県が沖縄戦以外の戦死者も合記していた。

合計

平均値

最大儀

最小優

表l 敷地面積、合記者数

敷地面積 合担者合計沖縄戦職港南方臨地培

札，673 1.226.3お 77.591 970.3却
1340.7 2鰯 9.4 1糾4.8 27723.7 

締切 1悶欄 1佃駒 郡側

(東京都) (東京都) (北海道) (東京都)

314 回9 432 1鵠

m …{求分整1....J和故山県)一一(税関東t......_......J石JII謀i

表3において総行数で 46とあるのは、沖縄

県を除いた全国の都道府県の数である。各都道

府県の慰霊碑の説明に用いられている異なる単

語(内容語)数は2011で、内容語総数は3800

単語であった。語棄の豊富さを表す指標である、

タイプ・トークン比(金 200ωは0.72であった。
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表2 管理団体

件数 パーセント
都'県 19 41.3 
遺族会 19 41.3 
奉賛金 6 13 

管種委員会 2 4.3 

表8 テキスト基本情報
， 円、、 d・ J、

書草f守聾主 46 

平均f-=J"長f文字数〉 '2'29 

秘文書貫 560 

平均文長〈文字数〉 18.8 

述パ:単語数 3800 

尊重量吾専重illJ聾主 '2011 



図1 各都道府県の慰霊塔の建立年

14 

寸
町
田

F
申
a

F

円
白
白

円
山
出
血

守
田
町
己 申

有望立年三

k

山
田
町

∞
也
由

。、
くE
u) 

Fh
白

由
k

山
田

( 2 )建立年

図1は、各都道府県の慰霊塔の建立年をグラフにしたもので、ある。ゆ64年一四66守に

建立が集中しているがわかる 。 なお、本研究では、ここから建立時期早期(1954-1963~ と

建立時期中期(1964-1966)と建立時期後期(1967-1976)に分けて分析を行った1。戦後、

20周年という節目に、渡航が大変だ、ったにもかかわらず、建立ラッシュが起こったことが

本研究の結果でも示されている。各都道府県カf競争をするように建立したという事情特

察される。

北海道が最初に建立した背景について、大久保(2009:p.173)が以下のように説明してい

る。

32軍は 47都道府県すべての出身者で構成されていました。沖縄戦最後の激戦地に

なった糸満市にある平和記念公園の「平和の礎Jには、御影石に全戦没者(米兵や朝鮮
人を含みます)の名前が刻まれています。周辺には、全県の慰霊塔があります。遺族ら

関係者が毎年供養に訪れ、修学旅行生とともに沖縄南部戦跡観光を支えています。32

軍の県別構成は、沖縄以外では北海道が圧倒的に多く、平和の礎にも北海道出身者だ

けが県名ではなく「石狩Ji十勝」などと支庁ごとに並んで、います。 都道府県別の戦没

者数は北海道が1万787人。次いで福岡が4013人、東京が3490人、兵庫が3196人、

l建立時期については、村上(2009: p.100)の以下の説明が参考になる。 「沖縄慰霊塔の建

立時期については、戦後 10年までが一つの山であり、もう一つは 1965年と 1966年を中

心とした山である。これは、各都道府県が建立した沖縄慰霊塔(i都道府県慰霊塔Jと記す)
の建立がこの時期に集中したためにできたピークである。1965年は返還前で沖縄に行くめ

にパスポートを必要とし、まだ船による渡航が一般的で交通の便は悪かったが、戦後20
年目という節目だったので、多くの都道府県慰霊塔が建立されて、沖縄戦の戦死者への慰

霊が行われた。沖縄が日本に返還されるのは、このピークからさらに 6年がたった 1972

年である O...!
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愛知が2970人で、 1000人以上の死者を出している都道府県が28に上ります。

北海道出身者が多いのは、満州に配備されていた北海道・東北の兵士主体の第24朗l

団が沖縄に送り込まれたからです。おそらくほとんどの人は初めて沖縄に来たのでし

ょう。沖縄戦が激化し、最終局面を迎える 5月から 6月にかけての沖縄は、 1年で最

も過しにくい梅雨の季節です。高温多湿なうえ、雨と同時に風が吹き、ちょっとした

嵐のようになることもあります。兵隊や住民は猛烈な蒸し暑さに耐え、泥まみれに右

り戦い、逃げまとeったんだと思います。極寒の地に生まれ育った兵隊たちは初めて体

験する暑さの中、地獄のような日々だけを過ごして死んだわけです。

以上のような経過から北海道の碑である「北霊碑jが北海道より全国に先駆けて 195，[

年に建立されたのである。

( 3 )単語頻度

単語頻度について見てみよう。図 2-1は品詞を絞らず建立の経過、塔の由来、碑文を

単語頻度解析にかけた結果である。ここから「塔」という名詞は、 46都道府県のうちの

お県(76%)が使っていた。「平和Jという単語を使っていたのは 20県(43%)であり全体の

半分以下であった。

戦争についての単語を原文参照して前後の表現に注目したところ、以下の結果となったコ

「太平洋戦争J9県、「大東亜戦争J7県、「戦争J5県、「第二次世界大戦J3県、「さきの

大戦J2県、「沖縄戦J1県、「今次大戦J1県であり、確認できなかった県が17県あった。

明朝-帽--噸--_時開閉_.w__糊問時嚇--輸附掛勾帽時嚇間 同州側伽刷句倖明蝉伽酬_..・智崎町"マ曹司司明-"'叩-輔山岨曲師即噌個働時制時W 幽剛降 、明叩司 叩
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図2・2 単語頻度(名詞)

図2-2は品詞を名詞だけに指定して、図 2-1と同様に、単語頻度解析を行ったものの

結果である。「塔」、「建立Jという単語を使っている県が非常に多かった。また、「祖国J、
「南方諸地域j、「郷土jなと守場所を表す単語を使っている県が多いことも分かつた。

E 2 唖 10 12 14 16 18 

図2・3 単語頻度(動調)
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図2-3は品調を動詞に指定し、単語頻度解析を行った結果である。「祈るjという動詞を

イ吏っている県が多かった。 また死にゆく事の表現と して、「散華jという名詞を使っている

県が多く、「殉じる」という動詞を使っている県は少なかった。

図2-4は品詞を形容詞、形容動調語幹に指定し、ほかの図 2と同様に単語頻度解析を行

った結果である。どの単語よりも圧倒的に「平和」を使っている県が多いことがわかる。

しかし県の数をみると、 20と半分以下の県にすぎないことも明らかになった。
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図3・1 対応、パプル分析:建立時期と単語頻度(全体)との関係
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(4 )建立時期と単語頻度

1964 年~ 1966 年に建立が集中しているので、建立時期早期(1954~1963)と建立時期中

期(1964~ 1966) と建立時期後期(1967~1976)に分けた上で、図 3-1は初期、中期、後期の

どの時期にどの単語が多く使われているのかについて、すべての内容語について品詞分け

せずに、対応パフ、、ル分析を行った結果である。パフ、、ルの大きさは頻度を表し、バブル聞の

距離は関連性の強さを表している。摩文仁、英霊、祈り、散華、平和という単語は早期と

の距離が大きいことから、建立時期早期にはこれらは使われていない単語であることが分

かる。
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図3・2 対応バブル分析:建立時期と動詞
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図3・3 対応、パプル分析:建立時期と形容詞・形容動調語幹(名詞)の頻度

建立時期と形容調・形容動調の関係

図 3-2は建立時期に分けて、品詞を動詞だけ指定し、対応パフ守ル分析を行った結果であ
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る。ここから、建立時期後期に「散る」、「渡るJなどの動調が使われているが、建立時期
早期、中期にはほとんど使われていないことがわかった。

図3・3は他の対応パプル分析と同様に建立時期別にし、品詞を形容調と形容動詞語幹名

詞に限定した単語を分析した結果である。建立時期早期には「壮烈」などの単語が使われ

ているが、中期、後:期には「平和Jや「安らか」など穏やかな単語が多いことが分かった。

表5

表4 単語頻度年次推移

※Yates補正x二乗検定で5%7.K準で有意が出た
単語のみ抽出.

表4はどの単語がどの時期に多く使われているか示す表である。建立時期中期以降に建

立時期前期には使われていない単語が使われている。「平和」という単語は建立時期中期以

降に多く使われている。

表5は早期、中期、後期の3つの時期に分けた建立時期で、その時期にのみ出現頻度が

高い単語(特徴語)を分析した結果である。建立時期早期では建立された塔・碑の数は多

くはないが、特徴とされる単語が多数存在する。建立時期中期では、建立された塔・碑は

多いが、特徴があるとされる単語はなかったので表5から外しである。
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( 5) I京都の塔」と「群馬之塔」
次に、原文を参照することにより、沖縄県民・住民に各慰霊碑がどのような言及をして

いるのかを見た。まず、碑文に沖縄県民または沖縄住民を入れているのは「京都の塔Jと
「群馬之塔Jの2基のみであった。
群馬の塔では以下のように表現されていた。

大東車戦争における沖縄での戦いは、当時、日本軍と全沖縄県民が一体となっ片あ

たり、その激戦の様相は、非常に凄絶なものがあった。この戦場となった現地に沖縄

と南方諸地域などで戦死した群馬県出身の戦没者を慰霊し、併せて世界平和を祈念す

るため、「群馬の塔」が建立された。

このように群馬之塔では、軍と沖縄県民の一体感が強調されていた。

次に京都の塔の碑文の該当箇所を見てみよう。

昭和20年春沖縄島の戦いに際して、京都府下出身の将兵2530有余の人びとが遠く

郷土に想いをはせ、ひたすら祖国の興隆を念じつつ、ついに砲煙弾雨の中に倒れた。

また多くの沖縄住民も運命を倶にされたことは誠に哀惜に絶へない。とくにこの高台

附近は主戦場の一部としてその戦闘は最も激烈をきわめた。星霜 19年を経て今この

悲しみの地にそれらの人びとの御冥福を祈るため、京都府市民によって「京都の塔J
が建立されるにいたった。再び戦争の悲しみが繰りかえされることのないよう、また

併せて沖縄と京都とを結ぶ文化と友好の鮮がますますかためられるようこの塔に切

なる願いをょせるものである。 i

昭和 39年4月29日

このように京都の塔では、沖縄住民の被害についての共感と友好の鮮を強調しており、

群馬之塔と対照的な内容であった。

(6引)都道府県立の沖縄慰霊塔の評価 | 

和光小学校の沖縄学習を企画.組織した丸木(臼19

べている。「沖縄の各地に建つ慰霊の塔の多くが、日本軍の「勇戦敢闘」を誼い上げるもの

であるのに、この塔だけには異例にも住民の被害にも心をよせているJ(p.185)。また、
大田(2007: pp.34-35)は、「・・・沖縄には、沖縄を除くすべての都道府県の慰霊の塔が立

っていますが、そのうち、地元住民の犠牲について触れたのは二基しかありません。その

ひとつ、宜野湾市にある京都の塔の碑文は、次のようになっています。(中略)この京都の

塔の碑文は、あくまで例外的なものでしかありませんでした。」と沖縄の立場から、京都の

塔を評価しつつ、他の塔を批判している。 | 
この様な都道府県立の沖縄慰霊塔に対しもっとも辛諌な記述は岡本太郎による次のよう

な慰霊碑の芸術性と政治性の批判であろう(岡本， 1996: p.225)。彼はまず、都道府県の慰

霊碑の芸術性について、金はかけているがセンスがないと批判している。，
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“ひめゆりの塔"のあたりは見ちがえるように整備され立派になっている。そこを

過ぎてゆくと、ある、ある。両側にいくつも、いくつも、かなり宏壮な敷地に、規模

の大きい、異様な記念塔が構えている。デカデカと相当の金をかけたものばかりだc

それにしても、そのデザイン、珍無類なこと噂にたがわず。正気の沙汰とは思われな

い。地方官僚とか政治ボスなどがいかに美に対してセンスがないかがわかる。まさに

グロテスク・デザインのコンクールだ。

ああ、ここに代表された無神経「日本J。

次に、岡本太郎は各県での政治利用の問題を指摘している。

聴けば地方選挙を控えて、昨年後半あたり急にぞくぞくと建ちだしたのだという c

碑の除幕式、戦没者慰霊を名目に、県議員だとか地方政界のボスどもが公務出張、つ

まり税金によるご招待の一大観光団体を組織してやってくる。序幕の模様をテレピにl

写させたり、オオッビラな事前運動だ。ところが、かんじんの遺族たちは旅費自弁な

のだ。そんな話を聞くと、ここにもはい出している“黒い霧"。政治骨がらみの毒に、

憤りをおぼえる。

岡本太郎はこのように述べ、慰霊碑の非芸術性と政治的性格を激しく批判したのであるc

このような批判とは対照的にアイヌ兵士と住民の紳である「南北の塔」について、安仁

屋(1997: p.59)は、次のように紹介している。

沖縄本島南部の激戦地に真栄平という部落があります。一九四五(昭和二0)年の六月半

ば、この一帯では、アメリカ軍の猛攻をうけた日本軍が住民避難地域に入りこみ、す

さまじい住民虐殺が行われました。真栄平の人口約九00人のうち、生き残ったのは

三九四人。全戸数一八七戸のうち五人戸は一家全滅です。このなかにあって、逃げま

どう住民に特別の配慮をしてくれた日本兵の一団がありました。これが北海道出身め

第二師団に属するアイヌ兵士でした。軍隊の中でも少数民族として差別され、虐げら

れていたアイヌ兵士たちは、日ごろから真栄平の人たちと心の交流がありました。慮

殺の場面にであって、アイヌ兵士たちは体をはって住民をかばったのでした。

この慰霊塔は、都道府県の塔ではないが、おなじマイノリティ同士であるアイヌとの交

流という意味で、特筆すべきモニユメントであるといえよう。

最後に、沖縄戦の犠牲者と現代の戦争との関連性について目取真俊(2005:p.93)の実母

の発言を引いての発言が注目される。

母の言葉を聞いた後考えたことがあります。それは沖縄戦のときに洞窟に潜んでいた

日本兵や住民と、アフガニスタンの山岳部の洞窟に潜んでいたタリパン兵や住民の頬

似性です。圧倒的な武力の差を前に、地の利を生かしてゲリラ戦を挑むしかない。し
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かし、それも難しく洞窟の奥で米軍の攻撃に耐えている。それに対して米軍は無差別

の爆撃やミサイル攻撃を行っている。そういう構造が沖縄戦とアフガニスタンそっく

りではないか。そして、米軍の攻撃も同じような発想で行われているのではないか、

と思いました。

沖縄戦を学ぶことは、過去の問題ではなく、現代のわれわれの政治や生活を別の視kか
ら見ることにより、未来につながることなのである。ところが、すでにみてきたように、

都道府県によって建立された石碑には、沖縄戦についての言及がほとんどみられない。む

しろ、沖縄の地を借りての、都道府県別戦没者総体の慰霊碑の沖縄支所のような性格のも

のが多かった。これに対しては、地元では沖縄の靖国化という批判の声もある。せっかく

沖縄にきても慰霊碑から学ぶことが少ないというこのような残念な結果になっている。靖

国化を憂う人たちの立場からみると、むしろ誤った学びをしかねないのである。

14 慰霊碑研究の意義:考察の視点

| 沖縄に点在する慰霊碑の評価に関して、その平和学的意味を、共同プロジェクト (J6int

Project)という視点から考えてみたい。

ガルトゥング(2008)によれば、共同プロジ、エクトとは、包括的な和解のプロセスの中で、

暴力化したコンフリクトの加害者と被害者とが、暴力のトラウマを癒やし、争いに終止符

を打ち、未来の建設のために、共に再建に携わったり、将来像を一緒に考えていくこ与を

重視する概念・実践である。 I

沖縄戦問題に関する未解決のコンフリクトとしては、第1に日本兵・沖縄県民と米英兵

問のものがあり、第2に日本兵と沖縄県民間のもの、第3に日本人と朝鮮半島・台湾出身

者のもの、第4に沖縄県民どうしのものが挙げられる。これらは、それぞれ、今日にいた

るまでトランセンドされないままに、和解と共生の課題を残しているといえよう。

各都道府県の慰霊碑の内容の問題点を考察する上では、上記第2の本土出身の日本兵と

現地沖縄の住民との聞に生じたスパイ視、住民虐殺、強制集団死といったコンフリクトに

ついて、どのように記述されているかがポイントになるであろう。 I

この観点からすると、その点に触れられたものが「京都の塔」以外には見られない。iそ

れどころか、本土各都道府県出身者の犠牲者のみを取り上げて英霊化する傾向すら見句れ

る 。|

したがって、沖縄県民の中にある本土による暴力のトラウマは癒やされることなく、争

いに終止符を打たれず、未来の建設のために共に再建に携わり、将来像を一緒に考えてい

く関係が築かれているとは言い難い。このことは、沖縄平和資料館の改築時の展示替え問

題、少女暴行事件を契機とする安保体制問題、歴史教科書の強制集団死をめぐる記述・検

定問題、大江・岩波裁判、米軍基地問題などのように、今日においても、沖縄・本土閉め

コンフリクトが繰り返し引き起こされる要因となっていると考えられる。

過去のコンフリクトを克服し、沖縄・本土関係を和解と共生の方向へとトランセンドL

ていくためには、沖縄戦時のコンフリクトについての事実を無視・軽視することなく、非
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暴力と共感と創造性をもって、両者がその歴史的事実を共有し、記録しなおし、新たな記

憶としていくための活動が求められている。

本研究は、そのような共同プロジェクトの不在と必要性を浮かび上がらせる結果を示す

ものといえるだろう。

5 まとめ

本研究では、以下のことを明らかにした。

①すべての都道府県が沖縄に慰霊碑を建立した。

②沖縄戦戦没者のみ慰霊した塔数は少なかった。

③碑文を見ると「大東亜戦争」という戦前の表現を使った塔も見られた。

④沖縄住民への共感と友好を誼った碑文は1基のみであった。

⑤沖縄の慰霊碑は全般的に平和学習の対象となっているものの(村上，2009;大田，2007

など)、都道府県ごとの慰霊碑は、京都の碑を例外として、平和学習の対象となるべき

内容が明示されているものは少ない。その理由として、沖縄戦の戦没者に限定されて

いない慰霊碑も多く、沖縄戦の悲惨な実相についての内容を明示しているものが少な

い。また、沖縄県民への言及が少なく、和解と共生の方法を学ぶトランセンド学習の

観点からは教材として適切とは言い難い。

付記:本研究の元のデータは、宮崎都江「沖縄の各都道府県別の慰霊塔・碑のテキストマ

イニングJとして数理システム社の2010年度学生研究奨励賞に提出され佳作入選した。
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